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1. はじめに 

近年,都心での商業地域におけるマンションの

建設急増に伴い,当該マンションや既存建築物の

日照の損失が問題となっている.日照権の設定が

なくても,住民は将来の景観の変化に非常に敏感

である.生活上のサスティナビリティのある街づ

くりを構築するためには,2 次元による分析や法

規上の処理からは読み解く事ができない,3 次元

モデルによるシミュレーションを経た景観デザ

インが有効であろう. 

本研究では,国土地理院が提供する基盤地図情

報等を用いて,商業地域のマンション居住におけ

る,日照の影響を3次元的に視覚化(シミュレーシ

ョン)し,独自の評価基準を基に分析,考察する事

を目的とする. 

手法的には,GIS と BIM の連携によって,景観や

住環境の向上を目指した景観形成の新たな手法

を検討することを試みる. 

 

2. 研究の方法 

2.1 研究対象地域 

 商業地域でありながら居住区として人気が高

く,今後,高層マンションが急増していくと想定

される東京都中央区日本橋人形町付近とする. 

 ArcGIS map を使用し,研究対象地域の 3 次元モ

デルを作成するために必要なデータを整理・構築

し,そのデータを基にArchiCADを使用して建築物

の 3次元化を行い,Autodesk Revit Architecture

で日影シミュレーションを行う. 

2.2 使用データ 

 国土地理院が提供する「基盤地図情報」に加え,

自作の建物ごとの利用状況,階数のデータを使用

する. 

2.3 利用状況の分類 

 建物の利用状況を Table 1 のように分類する. 

 
Table 1 利用状況の分類 

利用状況 概要 

住居 住居としての利用 

商業 商店,オフィスなど商業の利用 

公共 学校,郵便局,消防署,神社など公共の利用 

住居+商業 住居と商業が混合した利用 

公共+商業 公共と商業が混合した利用 

 

2.4 3 次元化における日影シミュレーション  

 日影シミュレーションツールとして使用する

Autodesk Revit Architecture で夏至と冬至のそ

れぞれ正午と設定する.夏至と冬至に日が当たる

ということは,年間を通して日が当たると仮定す

る.また,現状の建築物のボリュームと,全て建築

物が 15 階建てとなった場合を想定したシミュレ

ーションをし,分析を行う. 

2.5 日影の評価基準 

 南側に面する建築物の地表面に接する辺を基
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準に影の当たり方を分類する.少しでも日が当た

っていれば「○」,全く日が当たっていなければ

「×」とする(Fig.1). 

 

 

Fig.1 日影の評価基準 

 

3. GIS 解析結果の 3次元モデル化 

3.1 各要素の 3次元モデル化 

 Fig.2 は本研究における対象地域であり,基盤

地図情報の建物の外周線を基に,自作の階数デー

タを付加し立ち上げた 3次元モデルである. 

 

 
Fig.2 対象地域の 3次元モデル(ArchiCAD) 

 

 Fig.3 は Fig.2 を利用状況ごとに色分けしたも

のである.3 次元で視覚化することによって,周囲

の建築物との関係性が直感的に把握することが

できる. 

 

 
Fig.3 利用別 3次元モデル(ArchiCAD) 

 

 Fig.4は対象地域の建築物が全ての建築物が15

階建てと想定した 3 次元モデルである.全ての建

築物が 15 階建てと想定してシミュレーションを

行うことで,今後,高層マンションがどの場所に

建設されても,日照が確保されるのかを把握する

ことができる. 

 

 

Fig.4 全て 15 階建ての 3次元モデル(ArchiCAD) 

 

3.2 日影評価フローチャート 

Fig.5 は本研究における,日影評価のフローチ

ャートである.GIS ソフトである ArcGIS,BIM ソフ

トである ArchiCAD,Autodesk Revit Architecture

を使用し,GIS と BIM の連携を試みる. 

本研究では,夏至と冬至の統計を行い,現状の

利用状況と総合的に統計を行う. 

総合統計データを GIS 上で読み込み,ArcGIS 

Scene で表示することで容易に 3 次元化をするこ

とができる. 

 

 

Fig.5 日影評価フローチャート 



4. 日影評価結果 

4.1 夏至正午 

 Fig.6 は現状と全ての建築物が 15 階建てとな

った場合を想定した夏至正午の日影評価結果の 3

次元モデルである.現状の場合,全建築物の8割は

日が当たるが,残りの 2 割は全く日が当たらない

ことがわかる.日が当たらない原因として,南側

に対象となる建築物より高い建築物が建ってい

ることや,建築物の南側もしくは西側に道路が面

していないことが挙げられる. 

将来的に,全ての建築物が15階建てになると想

定した場合,全体の半数にも満たない建築物が日

が当たらないことがわかる.原因として,南側も

しくは西側におおよそ 6m 以上の道路が面してい

ないことが挙げられる. 

一方で,全ての建築物が15階建てとなったとし

ても日照が望める建物も存在することは,不動産

マーケティング上重要な情報となるであろう. 

 

 

Fig.6 夏至・日影評価結果 3次元モデル(ArcScene) 

 

4.2 冬至正午 

Fig.7 は現状と全ての建築物が 15 階建てとな

った場合を想定した冬至正午の日影評価結果3次

元モデルである.現状の場合,全建築物の1割程度

しか日が当たらないことがわかる.4.1 で述べた

以外にも日が当たらない原因として,対象地域は

南西側から影が大きく伸びるため,南西側にある

大きな建築物が建っていることが挙げられる. 

 将来的に全ての建築物が 15 階建てとなった場

合を想定した結果,ほとんどの建築物に日が当た

らないことがわかる.日が当たっている建築物の

条件として,南側もしくは西側に幅員の大きな道

路が面していて,南西側に大きな建築物が建って

いないことが挙げられる. 

 

Fig.7 冬至・日影評価結果 3次元モデル(ArcScene) 

 

4.3 日影評価の視覚化 

 Table 2 は夏至と冬至の日影評価結果を整理し

た表である. 

 

Table 2 夏至・冬至の統計 

  

評価 

 

棟数 

割合(%) 全体合計 

全体 利用内 棟数 割合(%) 

 

 

住居 

0 32 4.1 21.1  

 

152 

 

 

 

19.5 
2 62 7.9 40.8 

3 1 0.1 0.7 

4 46 5.9 30.3 

5 11 1.4 7.2 

 

 

 

商業 

0 80 10.3 20.3  

 

 

394 

 

 

 

50.5 

1 1 0.1 0.3 

2 100 12.8 25.4 

3 3 0.4 0.8 

4 166 21.3 42.1 

5 42 5.4 10.7 

6 2 0.3 0.5 

 

 

公共 

0 2 0.3 25.0  

 

8 

 

 

1.0 
2 2 0.3 25.0 

4 2 0.3 25.0 

5 1 0.1 12.5 

6 1 0.1 12.5 
 

 

住居+商業 

0 35 4.5 15.6  

225 

 

28.8 2 87 11.2 38.7 

4 73 9.4 32.4 

5 30 3.8 13.3 
公共+商業 4 1 0.1 100.0 1 0.1 

 

Table 2 の結果を基に,視覚化していく. 

Fig.8 は夏至と冬至の日影評価結果を視覚化し

た3次元モデルである.Table 3は Fig.8の凡例の

詳細である. 

3 次元で視覚化することにより,一つ一つの建

築物が周囲の建築物の高さや利用状況,評価結果

などの各要素間にどのような関係性があるのか

直感的に把握することができる. 

図から,対象地域における日影は夏至の時のみ

日が当たる建築物が半数以上を占めることがわ

かる.しかし,冬至の時も日が当たるのは,約 1 割



と非常に少ないことがわかる. 

 利用別に見ても,居住区である「住居」と「住

居+商業」では,現状,夏至の時のみに日が当たる

評価2と4が約30～40%と高い割合を示すが,全く

日が当たらない評価 0 が約 15～20%と居住区とし

て決して高くはない割合を示した.また,夏至と

冬至の時に日が当たる評価 5は,「住居」で約 7%,

「住居+商業」で約 13%と低い割合を示した. 

 将来的に全ての建築物が 15 階建てとなった場

合を想定した評価結果から,全体で夏至と冬至に

日が当たる評価 6 は,約 0.4%と非常に少なく住居

ではない.住居で夏至の時に日が当たる評価 4 と

5 は,全体の約 20.5%である.この 2 割の建築物は

周辺に高層マンションが建設されても日照が確

保されることがわかる. 

 

 

 

Fig.8 夏至・冬至の統計 3次元モデル(ArcScene) 

 

Table 3 Fig.8 の詳細凡例 

評価 夏至 夏至  

All 15F 

冬至 冬至 

All 15F 

割合 

(%) 

6 ○ ○ ○ ○ 0.4 

5 ○ ○ ○ × 10.8 

4 ○ ○ × × 36.9 

3 ○ × ○ × 0.5 

2 ○ × × × 32.2 

1 × × ○ × 0.1 

0 × × × × 19.1 

 

4. おわりに 

本研究で作成したような日影評価3次元モデル

は,今後,サスティナビリティのある街づくりを

構築し,景観デザインを行っていく上で直感的な

景観分析ツールの一つとして有効であると考え

られる.しかし,本研究における評価基準は線的

な基準であり,下層階と上層階の評価が同一であ

るため精密な分析結果とは言えない.精密な分析

を行うためには,建築物の南側の面を対象に,環

境シミュレーションソフトなどを使用して,面的

に評価を行うことが必要であると考えられる. 

本研究で作成した 3 次元モデルは,簡素なモデ

ルであるため,詳細に表現・分析をするために,よ

り詳細なデータである建築物の立面の形状,階数,

階高,高さ,標高などのデータ整備などが必要で

ある. 

今後,日影だけではなく,風や熱などの環境共

生に関わる要素を考慮し,デザイン性のある街づ

くりを構築するためには,街の景観を形成する建

築物のボリュームや形状,ファサードデザイン,

建蔽率などの密度を変化させた3次元モデルを幾

つかのパターン作成し,住民などに現在の景観と

比較したアンケート調査などを行い,街の景観形

成を良好にしていくための指標モデルを作成す

ることを目指している. 

このようなモデルがWebGIS等で一般化され,市

民のマンション選択ツールとして活用されなが

ら,景観形成も醸成していくようなシステムの普

及を期待したい. 
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